
山
形
。
大
楯
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
飽
海
蔀
遊
佐
町
大
字
小
原
田
字
大
楯

。
大
槻

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
四
月
ぞ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
邦
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

大
楯
遺
跡
は
、
庄
内
平
野
の
北
端
、
遊
佐
町
大
宇
小
原
田
字
大
楯

。
大
槻
を

中
心
と
し
た
水
田
中
に
位
置
す
る
。
標
高
は
約

一
六
ｍ
を
測
る
。

発
掘
調
査
は
県
営
圃
場
整
備

事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
掘
立

柱
建
物

・
柵
木
列
（ｓ
Ａ
一
〇
▼

井
戸

・
土
羨

・
濤
等
で
あ
る
。

柵
木
列
は

一
九
八
六
年
度
の
分

浦

布
調
査
で
検
出
さ
れ
た
箇
所
を

飲

含
む
と
、
東
西
約
三
〇
ｍ
、
南

北
約
二
五
ｍ
に
及
び
、
さ
ら
に

西

へ
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
上
し
た
木
簡
は
、
濤
Ｓ
Ｄ

一
〇

一
か
ら
四

点
、
土
疲
Ｓ
Ｋ
二
六
九
か
ら

一
点
、
濤
ｓ
Ｄ
三
八
三
か
ら

一
点
、
柱
穴
か
ら

一

点
の
計
七
点
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
か
ら
は
、
中
世
陶
器

（珠
洲
系
陶
器
）

や
木
製
品

（箸
・
櫛
等
）
が
出
上
し
て
い
る
。

本
遺
跡
の
性
格
と
し
て
は
、
安
部
親
任
の

『筆
濃
余
理
』
に
記
述
さ
れ
た
遊

佐
殿
の
居
館
、
あ
る
い
は
、
文
治
五
年

盆

一
八
九
）
源
頼
朝
の
藤
原
泰
衡
征
伐

で
投
降
し
、
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
川
北
冠
者
忠
衡
が
居
館
を
構
え
た
地
域
と
推

定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⌒ｍ〕　　　　「
一一一　　　　　　　　　　　嗣Ш
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ∞
×
μｏ
い
×
∞　　０岸μ

②

　

「
客
　
客
」
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

μω聟
卜箕
器

営
ド

岱
〕
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
×

一時
　
　
［
日
一野

一日
　
　
　
　
一日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕伽）
×
『伽
×
∞
　
〇∞岸

（穿
孔
）

⑭

　

「

ｏ

ほ

ろ
は
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Φ契

∞聟

３

自
μ

⑤

　

「
桂
馬
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞箕
ドヽ
・露
∞
冨

木
筒
の
形
態
は
短
冊
形
が
多
い
。
②
は
文
字
の
他
に
猪

・
兎
と
下
方
に
猿
と

考
え
ら
れ
る
三
匹
の
動
物
が
横
位
に
描
か
れ
、
文
字
は
兎
と
猿
の
間
に
書
か
れ

て
い
る
。
絵
暦
の
可
能
性
が
あ
る
。
⑭
は

「朱
昌
羽
」
と
考
え
、
東
ね
た
矢
羽



1987年出上の木簡

闇

幽

旧

円

円

日

∞

僻

脚
脚
酬
院

一修
ｉ

一

・ロ

―
圃
―
l一 li〕「

(5)

日

Ｈ

日

日

Ｈ

ｕ

109n

に
付
け
た
付
札
と
思
わ
れ
る
。
⑤
は
将
棋
の
駒
で
あ
る
。
本
県
で
歩
以
外
の
駒

が
出
上
し
た
初
例
と
な
る
。
他
の
二
点
は
墨
痕
が
残

っ
て
い
る
が
、
文
字
か
絵

か
判
然
と
し
な
い
。

（伊
藤
邦
弘
）




